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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
２

０
３

３
回

 

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
・・ ・・
平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿
のの のの
防
虫
対
策

防
虫
対
策

防
虫
対
策

防
虫
対
策
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど
 

◇
実

施
日

；
２

０
１

９
年

７
月

２
８

日
(
日

）
 

晴
時

々
曇

り
 

◇
参

加
者
；
沖

崎
吉

信
、
川

島
 

功
、
児

嶋
道

夫
、
濱

野
兼

吉
、
橋

本
 

梓
、

豊
嶋

 
寛

、
上

村
洋

司
、
樋

口
義

也
、
竹

中
卓

治
、
畑

林
清

子
、

大
江

加
代

子
、

岩
本

信
行

、
梶

野
照

雄
。

 
 

 
１

３
名

。
 

 

今
年

の
６

月
１

０
日

、
天

台
寺

門
宗
( 三

井
寺
) の

大
峯

奥
駈

順
峯

修
行

再

興
４

５
周

年
記

念
奥

駈
行

で
１

０
名

の
方

が
、
持

経
宿

を
宿

泊
利

用
さ

れ
た

。
 

後
日

、
同

修
行

に
参

加
さ

れ
て

い
た

会
友

の
椎

木
さ

ん
か

ら
「

毛
布

に
ダ

ニ
が

い
た

よ
う

で
、

全
員

が
そ

の
被

害
に

あ
っ

た
。

駆
除

の
必

要
が

あ
る

」

と
の

報
告

を
頂

い
た

。
即

時
に

対
応

す
べ

き
で

は
あ

っ
た

が
、

雨
が

続
い

て

晴
天

の
日

が
殆

ど
無

か
っ

た
の

で
、
毛

布
を

天
日

干
し

す
る

こ
と

が
出

来
ず

、

ま
た

釈
迦

ヶ
岳

の
修

復
作

業
の

日
程

も
重

な
り

、
７

月
末

の
実

行
と

な
っ

た
。
 

◎◎ ◎◎
小

屋
内

の
燻

煙
と

毛
布

の
天

日
干

し
 

 
小

屋
内

に
ロ

ー
プ

を
張

り
全

て
の

毛
布

を
吊

る
し

て
、

バ
ル

サ
ン

３
缶

で

燻
煙

。
２

時
間

の
燻

煙
後

小
屋

前
に

ロ
ー

プ
を

張
り

、
毛

布
を

屋
外

に
吊

る
し

て
天

日
干

し
て

、
叩

い
て

か
ら

小
屋

内
の

毛
布

棚
に

収
納

。
古

い
毛

布
９

枚
は

持
ち

帰
っ

て
処

分
し

た
。
 

 
 

 
 

 

本
日

の
作

業
説

明
 

 
 

 
 

小
屋

内
に

毛
布

を
吊

る
す

 
 

バ
ル

サ
ン

で
燻

煙
中
 

 
 

 

燻
蒸

後
に

天
日

干
し

 
 

 
 

 
 

 
 

テ
ン

ト
サ

イ
ト

の
造

成
 

 

◎◎ ◎◎
そ

の
他

の
作

業
 

 
・

テ
ン

ト
場

の
造

成
工

事
( 小

屋
よ

り
3
0
～
5
0
m

南
側

林
道

沿
い

尾
根
) 

・
小

屋
前

ベ
ン

チ
の

座
面

板
の

取
換

え
（

豊
嶋

、
樋

口
）
 

 
・

便
所

の
汲

み
取

り
（

川
島

、
濱

野
）
 

 
・

お
堂

の
清

掃
・

整
理
 

 
・

持
経

宿
改

築
時

の
古

材
を

薪
に

加
工
 

 
・

水
場

の
点

検
・

清
掃
 

 
 

 
 

ベ
ン

チ
の

座
面

取
換

え
 

 
 

 
便

槽
の

汲
み

取
り

 
 

 
改

築
古

材
を

薪
に

す
る
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平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿
へ
の

へ
の

へ
の

へ
の
巡
回

巡
回

巡
回

巡
回
（

豊
嶋

、
樋

口
、

橋
本

、
上

村
、

岩
本

）
 

平
治

宿
巡

回
班

か
ら

、
平

治
宿

小
屋

の
室

内
は

床
が
濡

れ
て

い
て

毛
布

を
 

じ
か

に
敷
け

な
い
状
態

で
あ

る
、

と
の

報
告

が
あ

っ
た

。
 

 

平
治

宿
は
キ
ツ

か
っ

た
で

す
。
暑

か
っ

た
で

す
ね

。
下
界

よ
り

も
風

が
吹

き
抜
け

５
℃
ほ

ど
涼

し
か

っ
た

も
の

の
、

作
業

を
す

れ
ば
暑

い
も

の
で

す
。
 

平
治

宿
小

屋
は

、
ベ

チ
ョ

ベ
チ
ョ

に
湿
気

て
い

ま
し

た
。

床
板

は
濡

れ
て
継

ぎ
目
継
ぎ
目

で
黒
光

り
し

て
い

ま
し

た
。

 

 
全
窓

全
開

、
次

い
で

バ
ル

サ
ン

を
焚

き
。

本
当

は
ス

ト
ー
ブ

に
火
入

れ
し

て
数

時
間
居

た
か

っ
た

も
の

の
、
余
裕

が
あ

り
ま
せ

ん
。
寝
具

の
手
入

れ
、
 

フ
ダ

の
整

理
に
奔
走

し
ま

す
。

 

 
私

は
陽
当

た
り

と
風
通

し
の

改
善

の
た
め

、
南
東

側
の
樹

木
を
剪
定

し
ま

し
た

。
幸

い
脚
立

が
あ

っ
た

の
で

駆
使

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。
本
線

側
の
窓

辺
に

木
漏

れ
日

が
射

す
程
度

に
は

な
り

ま
し

た
。
屋

上
の
ソ

ー
ラ

ー
パ
ネ

ル

に
も

日
光

が
降

り
注

ぐ
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。
缶
コ

ー
ヒ

ー
程

の
直
径

の
横

枝
を
ギ
コ
ギ
コ

バ
ッ

サ
バ
ッ

サ
切

り
落

と
す

の
は

、
日
頃

の
ス

ト
レ
ス
解
消

に
は

う
っ

て
つ
け

で
し

た
。
○
○

と
ケ
ム
リ

は
高

い
所

に
昇

る
、

の
典
型
例

で
す

。
２
株
縺

れ
た
モ
ミ
ジ

の
片

方
が

屋
根

を
覆

い
ま

す
の

で
、
樹
高
1
0
m

近
く
伸
び

上
が

っ
た
一

本
を
選
択

し
、
切

り
ま

し
た

。
絡

ま
っ

た
リ

ン
ゴ
く

ら
い

の
直
径

の
幹

を
斜
め

に
ノ
コ

を
入

れ
て

い
き

ま
す

。
重
心

は
屋

根
の

上

に
あ

り
ま

す
の

で
、
本
線

側
に
倒

さ
な
け

れ
ば

雨
樋

と
屋

根
ト
タ

ン
を
破
壊

し
て

し
ま

う
。

 

ノ
コ

を
入

れ
て

い
く

と
段

々
と

小
屋

側
に
傾
げ

て
い

き
ま

す
。
こ

こ
で
先

に
切

っ
た

小
枝

の
幹

を
差

し
込

み
、
テ
コ

で
ネ
ジ

っ
て
隣

の
木

に
引

っ
掛
け

て
確
保

。
反

対
側

か
ら
角
度

を
変

え
て
切

り
進
む

と
テ
コ

の
木

が
緩
む

。
緩

ん
だ

分
増

し
締
め

し
て
切

り
進
む

と
、
本
線

側
か

ら
の
心
地

よ
い
風

が
梢

を

押
し

て
小

屋
の

上
に
ス

ロ
ー
モ

ー
シ
ョ

ン
で

バ
ッ
シ
ャ

ー
ー

ー
ン

。
 

幸
い
荷

重
は
斜
め
切

り
し

た
方
向

に
掛

か
り

、
軽
く
梢

が
屋

根
を
撫

で
た

だ
け

で
済

み
ま

し
た

。
ふ

う
〜

。
こ

ん
な
調

子
で
姫
沙
羅

、
楓

、
椿

、
馬
酔

木
、
楢

な
ど

の
枝

を
相
当
数
落

と
し

ま
し

た
。

 

 
帰
途

で
は
ピ

ロ
ピ

ロ
め

ま
い

が
襲

い
、
通
常
速
度

で
歩
け

な
く

な
り

ま
し

た
。

い
つ

も
じ
ゃ

な
く
脈

と
呼
吸

が
上

が
り

、
熱

中
症

の
始

ま
り

で
し

た
。

こ
ん

な
事

も
あ
ろ

う
か

と
冷
却
ス

プ
レ

ー
を

持
っ

て
き

ま
し

た
の

で
、
冷
や

し
冷
や

し
、
皆
様

の
背

後
を
追
従

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。
(
記

；
上

村
)
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

持
経

宿
1
2
:
3
5
→
1
3
:
3
0
平

治
宿
1
4
:
3
0
→
1
5
:
1
5
持

経
宿

。
 

 

 
 

 
 

 

持
経

宿
水

場
の

贅
沢

な
流

れ
 

 
本

日
の

参
加

者
 

 
 

 
 

ス
ポ

ー
ツ

公
園

で
解

散
 

 

ス
ポ

ー
ツ
公
園
駐
車

場
0
8
;
4
5
→
0
9
:
5
8
持

経
宿
1
5
:
3
0
→
1
6
:
2
2
ス
ポ

ー
ツ

公
園
駐
車

場
。
 

 

こ
の

時
点

で
は

、
そ

ん
な

に
深
刻

に
は
思
わ

な
か

っ
た

が
、
翌

２
９

日
に
 

平
治

宿
を
訪

れ
た

村
吉

さ
ん

か
ら

「
床

が
濡

れ
て

い
る

の
は

、
天

井
の

煙
抜

き
か

ら
雨

水
が
侵
入

し
て

い
る

の
が
原
因

で
は

な
い

か
？

」
と
連
絡

が
あ

り
、

又
、

３
１

日
の

梶
野
君

の
報

告
で

は
、
「
ス

ト
ー
ブ

の
煙
抜

き
当

た
り

に
洩

れ
た

後
が

あ
る

が
南

側
奥

側
の

屋
根

か
ら

の
漏

れ
も

な
く

、
水

が
撒

か
れ

た

よ
う

な
濡

れ
方

を
し

て
い

る
」

と
、
状
況

は
悪

い
方
へ
向

か
っ

て
い

る
よ

う

な
の

で
、

８
月

９
日

に
平

治
宿
へ
向

か
っ

て
対
策

を
講
じ

る
こ

と
に

し
た

。
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◎
７７ ７７
月月 月月
２
９

２
９

２
９

２
９
日日 日日
( 月月 月月

）） ））
平
治
宿
水
場

平
治
宿
水
場

平
治
宿
水
場

平
治
宿
水
場
で
の

で
の

で
の

で
の
単
独
登
山
者
負
傷

単
独
登
山
者
負
傷

単
独
登
山
者
負
傷

単
独
登
山
者
負
傷
、、 、、
ヘ
リ
で

ヘ
リ
で

ヘ
リ
で

ヘ
リ
で
救
助

救
助

救
助

救
助
のの のの

顛
末

顛
末

顛
末

顛
末
    
( ２

９
日

の
詳
細

は
第

２
０

３
４

回
行

事
報

告
に

記
載

）
 

 

負
傷

者
Ｍ

さ
ん

は
、
福
岡
県
春

日
市

の
男
性

７
０
歳

。
 

７
月

１
６

日
、

沖
崎
宛

に
７

月
２

８
日

行
仙

宿
、

７
月

２
９

日
持

経
宿

の

宿
泊
予
約

の
電
話

が
あ

っ
た

。
７

月
２

７
日

に
十
津

川
温
泉

で
前

泊
し

、
２

１
世
紀

の
森

よ
り
入

山
し

て
、

吉
野

ま
で

１
１

泊
１

２
日

を
か
け

て
縦
走

す

る
予
定
だ

と
聞

い
て

い
る

。
 

事
故

後
の

８
月

５
日

に
ご

本
人

か
ら
電
話

が
あ

り
「
予
定
通

り
行
仙

宿
を

早
朝

に
出
発

、
こ

の
日

は
距
離

も
短
く
昼

前
に

平
治

宿
に
着

い
た

。
あ

ま
り

の
暑

さ
で

、
水

場
で
裸

に
な

っ
て

水
浴
び

を
し

て
い

る
と

、
ア
ブ

が
た
く

さ

ん
寄

っ
て

き
た

の
で
追

い
払

お
う

と
し

た
拍

子
に

バ
ラ

ン
ス

を
崩

し
て
転
倒

、

岩
角

で
足
首

を
負
傷

し
た

。
何

と
か

小
屋

ま
で
戻

り
、
居
合
わ
せ

た
村

吉
さ

ん
に

大
変

お
世
話

に
な

り
ご
迷
惑

を
お

か
け

し
た

。
 

ヘ
リ

で
桜

井
市

の
病
院

に
搬
送

さ
れ
診
断

の
結
果

、
傷

は
足
首

の
動
脈
寸

前

で
止

ま
っ

て
い

て
ほ

っ
と

し
た

。
応
急

処
置

を
し

て
い

た
だ

い
て

、
そ

の
日

の
う

ち
に

帰
路

に
つ
く

こ
と

が
出

来
た

。
今

、
自
宅

で
静
養

し
て

い
る

。
あ

と
数

日
で
抜
糸

で
き

そ
う

で
す

。
」

そ
の

他
の
Ｍ

さ
ん

と
の
や

り
取

り
は

、
 

①
 
山

彦
さ

ん
の

奥
駈

道
や

小
屋

の
維

持
管

理
に

は
頭

が
下

が
り

ま
す

。
 

②
 
２

１
世
紀

の
森

か
ら

平
治

宿
ま

で
、
誰
一
人

と
し

て
合
わ

な
か

っ
た

。
 

③
 
い

ず
れ

奥
駈

道
の
リ

ベ
ン
ジ

を
す

る
。
 

④
お
礼

が
し

た
い

の
で

、
村

吉
さ

ん
の
住

所
・
電
話
番
号

を
教

え
て

頂
き

た

い
。
 

(
記

；
沖

崎
、
写
真

；
梶

野
、

川
島
)
 

 


